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図 -11　Bc 層内の圧密層の平均層厚 H, 圧密圧力 p’ と沈下量 S の関係（区画②）

＊Kansai Geo-Symposium 2023 論文集 , 2023,
地盤工学会 , pp.186-191

写真 -1　PBD 打設状況

図 -9　沈下板付近の圧密層の抽出例（沈下板 1-7）

図 -13　Bc 層下端の
層別沈下板設置図

PBD打設機による軟弱改良地盤の土層分布の推定と層別沈下板の
活用例

Estimation of Soil Layer Distribution of Soft Improved Ground by PBD Driving 
Machine and Usage of Stratified Settlement Plate

大月 一真 1), 榊原 司 2), 白神 新一朗 2), 大島 昭彦 3)

Kazuma Otsuki 1), Tsukasa Sakakibara 2), Shinichiro Shiraga 2) and Akihiko Oshima 3)

　大阪市の夢洲2区において、2025年大阪・関西万博の開
催に向けた土地造成工事を実施した。本工事は自然地盤の
沖積粘性土層（Ac）上に堆積した軟弱な埋立粘土層（Bc）に
プラスチックボードドレーン（PBD）を打設し、載荷重の盛土
を造成することでBcを圧密促進した。
　本稿では、Bc内をPBD打設時の油圧抵抗値PMから圧密
層と非圧密層に区分し、沈下量Sと圧密層厚Hとの関係を求
めた。その結果、沈下板を中心に10m四方の圧密層の平均
層厚HとSには相関が認められ、圧密圧力p’を考慮すること

でHとSとの相関性を高められることが示された。
　また、PBD打設機によりBc下端に設置した層別沈下板を
用いた沈下計測より、地表面沈下板で得られた全層沈下量S
からBc内とAc以深の各沈下量に分離した。全層で圧密度
90%に達するのに従いBcの沈下速度が低下しているのに対
し、Ac以深の沈下速度は低下せず、Bcと分離した沈下性状
を検知した。夢洲2区内のAc以深沈下量SAcは、区画別のBc
内の圧密進行状態や載荷盛土の層厚に伴う圧密圧力p’と関
係があることが示された。
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＊土木学会論文集 , Vol.79, No.8, 2023,
土木学会 , 23-00025

溶液型薬液を用いた改良土の強度発現メカニズムと簡易強度推定に
関する研究

Study on the Strength Development Mechanism and Simple Strength Estimation 
of Chemically Improved Soil

秋本 哲平 1), 仙頭 紀明 2), 上野  一彦 1)

Teppei Akimoto 1), Noriaki Sento 2) and Kazuhiko Ueno 1)

　溶液型薬液を用いた改良土は、土質条件によって想定し
た強度が発現しない場合がある。そういった場合、配合再
試験や工法自体の見直しといった時間的、経済的ロスが生
じる。このような手戻りを防止するには、薬液改良土の強度
発現メカニズムを正確に把握し、土質条件に応じた強度推
定手法や不足強度を補う手法の開発が必要である。本研究
では、これまでに実施した、供試体内に超小型間隙水圧計
を埋め込んだ一軸圧縮試験の結果の取りまとめを行った。
加えて、薬液改良土の圧裂引張り試験を実施し、薬液と土
粒子の付着力に起因する強度が圧裂引張り強さから算定で
きることを確認した。また、把握した強度発現メカニズムを
もとに、事前調査で取得できる土質パラメータを用いた簡
易的な強度推定式を提案し、現地土の事例に適用して、そ
の妥当性を確認した。

図 -18　推定 qu と実測 qu の比較（方法Ⅱ）

図 -2　2 つの強度設定方法 7)

図 -24　S* を用いた推定 qu と実測 qu の比較

1）
2）

技術研究所  土木技術開発部
日本大学  工学部  土木工学科

目
　次

ご
あ
い
さ
つ

特
　集

論
文
抄
録

論
文
実
績
一
覧


